
本 日 の お 客 様

・劉 瀟 さん（米山奨学生）

会 長 挨 拶

お盆が過ぎましてようやくちょっと涼しく感じるかな、という所で
すが、まだまだ暑さ厳しい日が続くと思われますので、皆様方、十
分に体を労らわれ、例会に出席頂きます様、宜しくお願い致します。
本日は米山奨学生の劉瀟さんにお越し頂いております。どうぞごゆっ
くりお過し下さい。有難うございます。

委 員 会 報 告

親睦活動委員会：門脇委員長
先日は、親睦花火大会に多数御出席頂きました。行きのバスの中で
は嵐のような豪雨の中、一体どうなる事かと冷や冷やしましたが、
花火が始まれば雨も止んで、お蔭で涼しく過すことが出来ました。
どうも多数の出席有難うございました。尚、例会場のがんこ寿司さ
んの方からお問い合わせがございました。帽子と眼鏡をお忘れの方
がおられませんか、ということです。もしお心当たりの方がござい
ましたら、私の方までおっしゃって下さい。

プログラム委員会：清岡副委員長
ぼちぼちと恒例になりつつあります次回卓話のご紹介でございます。
次回8月25日の卓話は、講師に堀金箔粉株式会社 代表取締役でいらっ
しゃいます堀智行様をお迎えします。演題は「ひとひら金箔に永久
の夢」とされており、その内容としましては、奈良の正倉院宝物に
も使用されております金箔、金粉。古よりの輝きに新しい価値の創
造を重ね、金箔という不思議な、近くて遠い存在を語って頂きます。
どうぞご期待ください。
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2015-16年度当クラブテーマ

『和と飛躍』

四つのテスト

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４. みんなのためになるかどうか

例会状況報告

第7回 8月18日
通算1752回

◎会員総数 ７２名
◎出席義務者 ４６名
◎出席規定免除者(a)

０名
◎出席規定免除者(b)

２６名
◎本日出席 ５３名
◎本日欠席 １３名
◎本日出席率８０．３０％

第5回 8月4日
通算1750回の修正

◎欠席者 ４名
◎免除者の欠席者 ４名
◎欠席者の補填者 ２名
◎免除者の補填者 ０名
◎出席率 ９７．０６％

例会プログラム

第8回8月25日

通算1753回

１．開会の点鐘

２．ソング 「奉仕の理想」

３．お客様の紹介

４．会務報告

５．卓話

堀金箔粉株式会社

代表取締役社長

堀 智行様

６．閉会の点鐘

国際ロータリー第２６５０地区

ガバナー 中澤 忠嗣

「クラブに「個性」と
「憧れ」を！」



幹 事 報 告

・京都ロータリークラブより、創立90周年の式典の案内がきております。こちらは会長幹事だ
けではなく、もしご参加して頂ける方がおられましたら、案内を回しますので、そちらに記入
頂ければ、と思います。
・本日地区大会の記念誌を状差しに入れております。こちらをお受け取り頂いてご確認頂けれ
ば、と思います。

米山奨学生：劉瀟さんよりご挨拶
皆様よろしくお願い致します。
最近あったニュースと致しましては、8月の初めの週に企業さんの面接を
受けまして、なんとか内定を頂く事が出来ました。なので、来年からは
愛知県の方でお世話になることになりました。皆様のお陰です。有難う
ございます。それでちょっとほっとして、お盆の5日間くらいは夏風邪を
こじらせまして、3日くらい記憶がないんですが、今後は体調にも気を付
けて頑張りたいと思います。本日もよろしくお願いします。
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米 山 奨 学 金 支 給

米山奨学生：劉 瀟 さん
学 校：奈良先端技術大学院大学

ロータリーリーダーシップ研究会（Ｒ.Ｌ.Ｉ.）パート Ⅰ 修了証 授与

・楠原 忠夫 君

ロータリーリーダーシップ研究会（Ｒ.Ｌ.Ｉ.）卒業証 授与

・楠原 忠夫 君



卓 話

2014-15年度 国際ロータリー第2650地区 幹事長 有井 邦夫 会員
「ガバナー年度を振りかえって」

皆さん、こんばんは。
ただいま、ご丁重な紹介をいただきましたが、決して私はそんなこ
とを言っていません。
実はここに立つのが一番嫌いな私でございまして、先程もある方と
お話しておりましたのですが、どうしてこんなえらい目に遭ったの
かなと、実は思っております。足掛け5年間、五代の会長さんに渡っ
てこの役目を充てられたわけですが、一番憎む方は井上会長さんで
す。この場で、奈良大宮でやりますと挙手されたわけですので。し
かし、「無事に終わったら有井さん慰労するわ」とは言ってはくれ
てません。箸尾先輩からは、「楽しみにしときなはれや」と言って
いただきましたので、それを楽しみにさせていただきたいなと、こ
のように思っています。ガバナー年度についての概ねの内容は、皆
様方に配布されました地区研修協議会の書類を見ていただいたらお解りになると思います。私
が申し上げたいのは、この約3年半、4年弱でですね、このクラブにお入りいただいた新入会員
の皆様方が、なんでこんなことをしないといけないのだろう、という思いがあったのじゃない
かなと。と申しますのは、正面にお座りの南谷さん、野末さん、このお二人には最後に随分と
しんどい思いをさせたことが私の一番の気掛かりなのです。嫌な顔ひとつせずにやって頂いた
ことには、大変感謝を申しあげております。
今回、北河原ガバナーが誕生しました経緯のお話をさせていただきたいと思います。
先ほども申し上げましたように、井上会長が「大宮でやります」と手を挙げたために、これが
スタートした、こういうことです。ですから、もしお怒りの方がおられましたら、文句は井上
会長に言っていただけたら結構かと思います。その後、この場所で、皆様方のご同意を頂戴し
て、箸尾委員長から副委員長の私に、北河原さんにガバナーを引き受けていただくよう、しっ
かり話をせよ、とこんな話であったわけです。思い返しますと2012年の2月4日、5日に、石巻
の方に東大寺さんが慰霊祭に行くということになりました。皆様方の脳裏にもしっかり残って
いると思いますけれども、大川小学校の子どもたちが大勢亡くなられましたのですが、その慰
霊祭に行くということになって、奈良大宮ロータリークラブから20名、そして東大寺・北河原
管長さんはじめ5名の僧侶の方々、東京恵比寿からも10名の方々にご参加していただいて、歯
を見せるなということで、皆さんしっかり食いしばってですね、慰霊祭に参加したわけです。
その夜に井上会長から、「ちょっと部屋に来い」と呼ばれまして、「北河原管長の部屋に行っ
てお前からしっかりお願いをしてくれ」と、言われまして、その時、管長は風邪をこじらせて
おられたのですけれども、「しんどいしんどい」と言いながらも私の話を聞いていただいて、
そのときに、納得はして貰ってはおらなかったようには思いますが、仕方がないかな、という
お顔をされておりました。
東大寺に帰ってきましてから改めて、箸尾委員長と二人で訪問させていただいて、本坊でお願
いし、自坊へ行って奥様に、「どうぞお帰り下さい」というのを、「上がりなさい」というよ
うに錯覚して上がってしまって、お家の方でそんなお願いをして、致し方ないかなと、いうよ
うになりました。最終的には千大宗匠が親書を東大寺に持ってきてほしいというような話にな
りました。大宗匠は私が直々に行ってお願いしようということで、東大寺の方へお越しをいた
だいてですね、北河原管長を前にして、お願いしていただいたというわけです。あのお願いの
お姿は私も初めてお見受けしました。頭を下げて、行儀に座ってですね、頭を下げている姿を
私も初めて見たのですけれども、そこまでされると管長もやむを得ず、「了解しました」と言っ
ていただけました。ただ、そのときに、「あなたはお座布に座っておったらいいですよ、この
方々がやりますから」と、こう言われたときに箸尾委員長は、「はい」という返事をされたと
いうことを、今でもしっかり覚えております。そういう経緯で誕生したということです。それ
から東大寺の世話方をしておられるメンバーが、奈良ロータリークラブに5名いらっしゃるの
です。この方々にも一人一人お願いをしておいてくださいというのが、北河原さんの注文でご
ざいました。私は旅行先に行く西大寺の駅で待ち受けてですね、お願いした二人の方々もいらっ
しゃったのですけれども、その方々にもよろしくお願いしたい、というふうに申し上げて、快
く快諾をいただいたことが、昨日のように思えます。
その後、私も、チャーターメンバーの一人でありながら、地区に一度も出たことがないのです。
一度も出たことのない私が幹事長で出ていく、こんな厚かましいことはないと思いながらも、
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やむを得ず行きました。京都の方々、滋賀の方々、福井の方々、誰も知らないのです。これに
は、心臓の弱い私にはちょっと荷が重かったのですけれども、これも宿命かなと思いながら、
お一人お一人、嫌われながら、喜ばれることはなかったと思うのですけれども、お一人お一人
にご協力をお願いして参りました。ただ、私は現在77歳、当時は73歳でしたが、私が行きます
と必ず横に前副幹事長がいてくれたのです。「どうしてあなた方は二人来るのだ」と言われま
すと、「私は歳が歳でいつ倒れるかわからないので、そのときには皆様方に迷惑がかかるので、
副幹事長の武藤さんを同行していただいております」と、そのように申し上げて、その場の言
葉としては逃げておったのですけれども、その都度ずっとですね、一緒に同行をお願いしたと
いういようなことであります。そのおかげで無事に終わったんだなと、このように思っていま
す。ただ、副幹事長が、武藤さんを入れて4名おるわけですけれども、皆様方もご承知のよう
に非常に個性の強いお方ばかりなのです。第一回の打合せ会をしますと、この委員会は嫌だと
か、この委員会は私はわからないだとか、というようなことがありましたですけれども、そこ
は私もきつい言葉を発しながら、私自身幹事長としてさっぱりわからないところへ出て行って
いるのだから、皆様方もしっかり勉強してもらうのだと、わからないことは各委員会に出席し
ていただいてお叱りを受けたらわかると、そんな無責任な話もさせていただきました。皆様方
に努力いただいたおかげでですね、それも無事にいったというわけであります。それで一つ、
私が思いますのは副幹事長の4名の方々、なにも話がないというのはちょっと片手落ちだと思
いますので、これから時間を見てですね、今までやっていただいた運営、こういうふうにやっ
たよ、というようなことの話をしてもらえたら有難いかなと思っております。例えて申します
と、こういう資料作り、副幹事長に作っていただきました。
そして、なにが大変だったかと申しますのは、見ていただいたらお解りのように、これが京都・
滋賀・福井・奈良の地図ですが、南の端は五條、北の端は福井の三国、東の端は滋賀県の長浜、
西の端は京丹後なんです。私は基本的には電車を使って行こうと言っておりましたのですが、
最初は北河原ガバナーも鞄を持っていくのですけれども、帰るときになると資料で荷物が重く
なるわけです。もちろん書類を捨てるわけにもいかないし、段々段々と重くなってくる。皆様
方もご承知のように近鉄の京都の駅というと南の端、JRは一番東の端。あの間を歩くのが大変
なんです。そういうことで、車を使おうということになりまして、車で随分と走りました。私
のボロ車が3万8千キロの走行距離になっています。武藤君と一緒に走るたび、なんと琵琶湖の
長いことだなと、ぼやきながら走ったようなことでございました。そういうようなことで、こ
ういう書類作りも副幹事長の仕事でありましたし、この業務分担表というのが、これだけの長
さのものがあるのですけれども、これには幹事の皆様方の名前も記入をさせていただいており
ますけれども、こういうこともしないといけないということで。今思い返しますと、よくこれ
だけのことが出来たなと、これまで、もう少しロータリーに熱を入れていたら、もう少し楽に
できたのではないかなと、そんな思いをしておりますけれども、もう金輪際嫌だと、実は思っ
ております。
ただ、手を挙げた張本人から、「慰労する」ということを言っていただいていないのです。
慰労するということを言っていただいていないので、敢えて先程も箸尾先輩にですね、そんな
ことを言いながら。慰労してあげるということの言葉が欲しいなと、この指止まれと井上元会
長に言っていただきたいなと思うわけです。2011-12年が井上会長、そのあと、楠原さん、小
西さん、福本さん、中村さん、この五代の会長さんに跨ってガバナー年度を終えたということ
です。私はこれで全て終わります。この8月22日に諮問委員会で決算報告をさせていただいて、
それで私の役目は終了します。明日、監査を受けさせていただいて、22日に臨みたいなと思っ
ております。ただ、残念なことに、この期間中にですね、ガバナーも私もなんとか倒れないで
最後まで頑張れた。ところが、どういうわけか安心して替わりをしてもらう武藤さんが倒れて
しまわれたのです。
それから、最後にガバナーは、「どうしてもロータリーデーをやりたい」とおっしゃりました。
私は、ガバナーに「そんな無茶なことはないですよ」ということで、大分食ってかかったので
すけれども、ガバナーの言いつけは私としても最終的には快諾してやらざるを得ない。ただ何
が困ったかというのは、お金がないと。地区大会のお金を回すことは出来ませんし。当初、2
百万のお金をクラブからお借りするときに、随分ときついことを私も言われて、「けちけち財
政でやります」と宣言した以上、そういうことも出来ないということで、
これも南谷さんと野末さんにご協力いただき、副幹事長の方々から、各クラブに無理を言うこ
とに併せて、各メンバーにも随分と無理を申し上げて、1千3百万ちょっとのお金が集まり、な
んとか無事に終えたということでございます。
ひとえに奈良大宮ロータリークラブは、やはり素晴らしい方々ばかりであったなと、改めて厚
く御礼申し上げて、私の時間を終わらせていただきます。
ありがとうございました。
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2014-15年度 国際ロータリー第2650地区 副幹事長 武藤 廣茂 会員
「ガバナー年度を振りかえって」

皆さん、こんばんは。
6月末でガバナー年度が終わりまして、まだ一ヶ月半しかたってお
りませんが、何か随分昔のように思われます。
思えば、2012年秋より準備を進めまして足かけ４年間の事業でござ
いました。
まずもって、皆様方のご支援と友情に改めて感謝と御礼を申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
私、個人的にも多少の事はありましたが、大変良い時間と素晴らし
い機会を頂けたと感謝の気持ちでいっぱいでございます。折角、皆
様方より頂きました良い機会でございましたので、只振り返るだけ
でなく、この結果を何らかの形でクラブにお返ししていくのが私た
ち幹事会の務めであろうとも思っております。今までは自分のクラ
ブや近隣のクラブからだけの情報でロータリーのありようについて
考えておりましたが、お蔭様で今回、広くは最近のRIの動向、また、
地区内のロータリー活動の様子などを多少知ることが出来ました。
その一つが、ガバナー公式訪問に随行させていただき、たくさんの他のクラブを見ることが出
来たことでございます。伝統と品格のあるクラブ、小さくて新しいけれども頑張っておられる
クラブ、毎年素晴らしい事業をされているクラブ、また、一方そうでないクラブ、残念ながら、
どちらかといえば後者の方が圧倒的に多かったようにも思われますが・・・。
内容的には会員の減少が止まらないクラブ、問題意識を感じていない様子のところもあり、こ
れで良いといわれるところもありました。これを聞くと何か引かれ者の小唄的にしか聞こえな
いところもありました。地元での存在意識が希薄なクラブ、メンバーのロータリアンとしての
規範意識や見識が全く感じられないクラブ、奉仕活動が形骸化しているクラブ、歴史はあるが
伝統も品格も風格もないクラブ等々いろいろありました。どちらにしても下り始めると止めど
がない状況を目の当たりにしてまいりました。やはりクラブも会社も組織もそうですが、絶え
間ない改革、改善が長きにわたり積み重ねられることが、伝統や風格となり「老舗」「暖簾」
と言われるものになるのだと痛感いたしました。只々、時間がたてばオートマチックに伝統・
風格が出来るわけではありません。
本日はネガティブな話ばかりになりましたが、幸い我がクラブは先輩諸兄が長年にわたり培っ
てこられたロータリースピリッツやノウハウがあります。又この度の経験で学んだ色々な知識
やネットワークなどもありますので、ぜひ今、我がクラブにおいては将来に向かっての、中長
期のビジョン、戦略計画などを立て、3年後、5年後のクラブやメンバーの姿をイメージできる
良い機会だと思っております。ただ今、申し上げました寂しいクラブの仲間入りにならないよ
う皆で考えていきたいと思っております。本日は勝手なことばかり沢山申し上げましたが、何
卒ロータリーの寛容と友情の精神でご容赦ください。
本日はご清聴、誠にありがとうございました。
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ニコニコ箱 本日計 42,000円 累計 561,000円

髙野 治 君 有井さん、武藤さん、ご苦労様でした。本日の卓話宜しくお願いいたします。
有井邦夫 君 北河原ガバナー年度、皆様の絶大な御支援のお蔭で無事終えられた事に心より

お礼申します。8/22第一回の諮問委員会で決算報告致しまして完了となります。
ありがとうございました。

門脇伸幸 君 先日は、親睦花火大会に多数ご出席いただきまして誠に有難うございました。
野﨑隆男 君 先日の花火大会欠席しまして申し訳ございませんでした。代わりにニコニコの

受付を手伝って頂いた皆様方本当にお世話になりました。
平野貞治 君 大事な行事に欠席致しまして申訳ありません。親睦委員の皆様大活躍されてほ

んとにご苦労様でした。
萩原 徹 君 家族例会では大変御世話になり、ありがとうございました。
松岡嘉平治君 長い間お休みして、御心配をお掛け致しました。ロータリーからのお見舞あり

がとうございました。箸尾さん、有井さんありがとうございました。元気に、
出席致しました！

中井一男 君 松岡様、元気で御出席おめでとう御座います。
弓場裕史 君 野﨑さん先日はお世話になりました。ありがとうございました。
山本直明 君 ニコニコ協力
矢追家麻呂君 ニコニコ協力

次回の例会 ２０１５年９月１日(火)

卓話 株式会社タイムドメイン 代表取締役社長 由井 啓之 様

演題 従来のオーディオとの決別と創造

●会報・IT委員会/市田富久夫 武中洋勝 倉田智史 西本隆一 webmaster/市田富久夫

例会変更のお知らせ

9 月 ■あすかロータリークラブ■
・９月２４日（木）・・・移動例会の為、変更。
時間：18：30～
場所：ヴェルデ辻甚（奈良県大和高田市）

※ビジター受付：平常通り9月24日（木）12：00-12：30まで
橿原ロイヤルホテルフロント横にて行います。

■やまとまほろばロータリークラブ■
・９月２４日（木）・・・定款第6条第1節(C)により、休会。
※ビジター受付：9月24日（木）12：00-12：30まで例会場

（駅前ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞﾙ３階 大和信用金庫駅前別館）
にて行います。

■橿原ロータリークラブ■
・９月１８日（金）・・・社会奉仕委員会担当移動例会の為、

場所変更。
場所：京都刑務所

※ビジター受付：行いません。
・９月２５日（金）・・・橿原RAC・橿原学院高校IACとの

合同例会の為、時間変更。
時間：18：00～

※ビジター受付：12：00-12：30まで、橿原ロイヤルホテル
フロント横にて行います。


